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本
学
園
は
創
立
1
0
2
年
を
迎
え
た
が
、学
園
創
立
以
来

「
自
力
」で
も
の
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
伝
統
を
持

ち
、こ
れ
を
大
事
に
し
て
い
る
。そ
の
一
例
が
、大
学
に
今
も

残
っ
て
い
る
実
験
棟
で
あ
る
。大
学
開
設
当
時
、教
室
は
完
成

し
た
も
の
の
、工
業
大
学
に
不
可
欠
の
実
験
棟
は
未
整
備
で

あ
っ
た
。当
時
、日
本
一
の
実
習
設
備
を
備
え
た
東
工
学
園
が

作
っ
た
大
学
で
あ
る
。実
験
棟
が
未
整
備
で
あ
る
と
い
う
状

況
は
何
と
し
て
も
克
服
す
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、財
政
は
厳

し
か
っ
た
。そ
こ
で
、我
々
が
取
っ
た
手
段
は
、学
園
が
誇
る

実
習
工
場
の
工
作
機
械
を
使
い
、磨
き
上
げ
た
技
術
を
携
え

た
実
習
教
諭
に
協
力
を
依
頼
し
、実
験
棟
を
自
分
た
ち
の
手

で
建
設
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
様
に
自
分
達
で
設
計
し
、自
分
達
で
つ
く
ろ
う
と
し

て
や
っ
て
き
た
の
が
、い
ま
の
大
学
で
あ
る
。新
し
い
建
物
を

建
設
す
る
際
に
は
、こ
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、教
員
が
設
計
し
、

施
工
監
理
ま
で
携
わ
っ
て
い
る
。最
近
で
は
、百
年
記
念
館
の

建
設
に
建
築
学
科
・
小
川
教
授
の
研
究
室
が
関
わ
っ
た
。学

生
も
設
計
段
階
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
加
わ
り
、施
工

の
段
階
も
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
る
。こ
れ
は
教
育
的
に
も
大
変

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
、他
大
学
で
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い

貴
重
な
体
験
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。今
度
、生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
・
足
立
准
教
授
が
設
計
し
、旧
図
書
館
奥
に
新

校
舎
を
建
設
す
る
が
、こ
れ
も
従
来
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、学

生
も
参
加
し
て
い
く
こ
と
と
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、本
学
で
は
世
の
中
に
先
駆
け
て
平
成
12
年
に
ソ
ー

ラ
ー
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、大
学
と
し
て
は
世
界
2
位
、

日
本
の
大
学
で
は
1
位
の
3
1
3
・
1

Kw
の
発
電
規
模
を

誇
っ
て
い
る
。更
に
、今
年
度
中
に
は
機
械
工
学
科
棟
屋
上
に

1
5
0

Kw
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
決
ま
っ

て
お
り
、他
大
学
の
追
随
を
許
さ
な
い
規
模
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

平
成
13
年
に
は
国
際
環
境
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
を

導
入
し
た
が
、こ
れ
も
自
力
で
行
っ
て
お
り
、最
近
で
は
そ
の

実
績
が
認
め
ら
れ
、他
大
学
が
導
入
す
る
際
の
参
考
事
例
と

し
て
講
演
を
行
っ
た
り
、相
談
に
の
っ
た
り
し
て
い
る
と
い

う
。こ
う
し
た
精
神
に
基
づ
き
、全
教
職
員
が
力
を
合
わ
せ
、

更
な
る
学
園
の
発
展
に
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 理事長

大川 陽康

「
自
力
」の
伝
統
精
神
を

引
き
継
ぎ
、更
な
る
発
展
を

キャンパスリニューアル計画
新校舎、来年 9月めざして建設

　

新
校
舎
は
、
旧
図
書
館
奥
の

中
庭
に
面
し
て
9
号
館
（
現
在

の
電
気
電
子
工
学
実
験
系
研
究

棟
・
電
気
実
験
セ
ン
タ
ー
）
と

隣
り
合
う
か
た
ち
で
建
設
さ
れ

る
。
鉄
骨
造
の
2
階
建
て
で
長

さ
約
1
0
0
ｍ
×
奥
行
き
10
ｍ

弱
の
細
長
い
も
の
。
延
べ
床
面

積
は
約
1
8
0
0
㎡
と
な
る
。

　

こ
の
建
物
に
は
、
電
気
電
子

工
学
科
お
よ
び
電
気
実
験
セ
ン

タ
ー
と
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

が
入
る
予
定
で
あ
り
、
9
号
館

と
新
校
舎
を
繋
げ
て
使
用
す
る

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
細

長
い
建
物
の
左
右
に
両
学
科
の

部
屋
が
振
り
分
け
ら
れ
、
1

階
に
は
両
学
科
と
も
に
展
示
や

催
し
の
場
所
と
な
る
ホ
ー
ル
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
学
科
の
活

動
や
研
究
成
果
が
日
常
的
に
外

に
現
れ
、
学
内
だ
け
で
な
く
、

外
部
か
ら
の
来
訪
者
に
と
っ
て

も
開
か
れ
た
建
物
と
し
て
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
新
校
舎
の
設
計
を
担
当

し
て
い
る
の
は
、
本
学
・
生
活

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
足
立
真

准
教
授
。
同
准
教
授
は
「
空
間

構
成
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
、

建
物
の
空
間
を
単
体
の
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
で
な
く
、
イ
ン
テ
リ

ア
か
ら
周
辺
の
環
境
ま
で
、
幅

広
く
連
続
的
な
関
係
の
中
で
考

え
る
よ
う
な
思
想
を
も
つ
。

  「
新
校
舎
は
両
学
科
の
ス
ペ
ー

ス
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
の
計
画
に
と
っ
て

重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
り
ま
す
。

旧
図
書
館
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

中
心
部
に
開
放
的
な
広
が
り
が

つ
く
ら
れ
ま
す
。
新
校
舎
は
中

庭
に
対
し
て
本
館
を
抜
け
た
正

面
に
建
ち
ま
す
が
、
外
部
空
間

を
取
り
込
ん
だ
開
放
的
な
つ
く

り
と
す
る
こ
と
で
、
中
庭
と
連

続
し
た
学
生
の
た
め
の
場
所
と

な
り
、
L
C
セ
ン
タ
ー
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
な
奥
行
き
を
つ

く
り
出
し
て
い
ま
す
。
外
観
で

は
外
壁
と
開
口
部
が
つ
く
り
出

す
パ
タ
ー
ン
が
、
外
周
を
覆
う

ガ
ラ
ス
と
ア
ル
ミ
の
ス
ク
リ
ー

ン
と
重
な
り
合
い
、
単
調
に
な

ら
な
い
よ
う
な
表
情
を
つ
く
り

出
し
て
い
ま
す
」。

　

今
回
の
設
計
に
は
、
足
立
研

究
室
の
学
生
も
参
加
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は
中
庭
の
整
備
も
想

定
さ
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス

環
境
が
よ
り
豊
か
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　

現
在
、
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
の
一
環
と
し
て
、「
学

友
門
」
を
新
設
中
で
あ
り
、
9
月
に
は
完
成
す
る
予
定
。
こ
れ
に

付
随
し
て
、
本
館
正
面
玄
関
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

新
校
舎
も
計
画
中
で
あ
り
、
来
年
9
月
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

９号館

旧図書館

新棟

第一食堂
ピザリアトレビ

アルテリーベ

スチューデントセンター

新校舎完成模型

機械工学科 ３Ｄ-ＣＡＤプロダクトデザインコンテスト事務局 長坂保美
TEL: 0480-33-7619　E-mail: nagasaka@nit.ac.jp
http://leo.nit.ac.jp/̃nagasaka/pd-contest/index.html

３Ｄ-ＣＡＤを駆使し、斬新かつ独創的
なアイデアをコンピュータ上で表現して
ください。今年が記念すべき第 1回。対
象は高校生で、テーマ部門と自由デザ
イン部門の２部門があります。

作品送付先／お問い合わせ先

3-D CADプロダクトデザインコンテスト

工業教育研究所  原田 昭
TEL: 0480-33-7512　E-mail: akih@nit.ac.jp
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html

わずか１インチ (2.54cm) 角の大きさの
「マイクロライントレースロボット」を設
計・製作していただき、走行競技用コー
ス1周の最短時間を競う、高校生対象
の大会です。

お問い合わせ先

開催日エントリー
締切 9/128/22

第3回 日本工業大学マイクロロボコン
結果発表
授賞式

エントリー
締切 10/48/15

日本工業大学 建築設計競技委員会
TEL: 0480-33-7681　E-mail: kenchiku-compe@nit.ac.jp
http://www3.nit.ac.jp/kenchiku/

建築を学ぶ高校生を対象とした建築設
計の腕試しの場として、また本学建築
学科の設計教育活動の一環として、毎
年このアイデア・コンペを開催していま
す。今回の課題は「小さな豪邸」です。

作品送付先／お問い合わせ先 申込先／お問い合わせ先

第23回 日本工業大学建築設計競技

埼玉大学総合研究機構内　運営委員長　松尾政弘
TEL&FAX: 048-858-3098　E-mail: stirling1@infoseek.jp

自作スターリングサイクル機器の性能
とアイデアを競う競技会です。人間乗
車、宙返り耐久、ミニ速度、クーラの4ク
ラスで競われ、小中学生から高校生、
一般の方まで参加できます。

開催日申込締切 11/149/11

第13回 スターリングテクノラリー
結果発表提出期限 9月末8/31

http://members.jcom.home.ne.jp/stirling/

6月7日（日）、ミニオープンキャンパスが開催された。当日は
天候に恵まれ、昨年を上回る大勢の高校生や保護者の方が
参加。午前・午後の 2 部構成で、参加者の希望にあわせて
選べる分野体験や進路ガイダンスなどが好評だった。

本学で開催されるコンテスト・イベント
－どうぞ奮ってご参加ください－

　

本
学
園
の
創
立
記
念
日
で
あ

る
6
月
29
日
（
月
）
に
第
2
回

「
学
園
協
議
会
」
が
付
属
中
・

高
校
「
1
0
0
周
年
記
念
ホ
ー

ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会

は
、
創
立
記
念
日
に
全
学
園
の

運
営
責
任
者
が
一
堂
に
会
し
、

将
来
の
学
園
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
目
的
で
昨
年
か
ら
始

め
た
も
の
。
大
川
理
事
長
か
ら

「
6
月
29
日
は
、
明
治
40
年
に

設
立
認
可
さ
れ
た
学
園
が
幾

多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
昭
和

6
年
（
財
）
東
京
工
科
学
校
に

組
織
変
更
さ
れ
た
日
で
あ
る
こ

と
。
学
園
は
『
自
力
』
が
伝
統

で
あ
り
、
そ
の
精
神
に
基
づ
き

全
教
職
員
が
力
を
あ
わ
せ
学
園

の
発
展
を
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。
続
い
て
中
・
高
校
の
大
森

校
長
よ
り
「
付
属
中
高
の
現
状

と
将
来
展
望
―
生
徒
募
集
の

視
点
か
ら
―
」
と
題
し
講
演
が

あ
っ
た
。
内
容
は
①
健
全
財
政

の
確
保
②
安
定
的
な
生
徒
募
集

の
展
開
③
日
本
工
業
大
学
へ
の

継
続
的
推
薦
の
視
点
か
ら
中
・

高
の
現
状
と
そ
の
背
景
お
よ
び

将
来
展
望
等
に
つ
い
て
で
、
講

演
後
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
会
場
を
移
し
懇
親
会
が

行
わ
れ
盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

第
2
回

　
　
　

学
園
協
議
会
開
催
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専
門
職
大
学
院
技
術
経
営
研

究
科
開
設
か
ら
4
年
余
り
が

経
過
し
た
。
初
代
研
究
科
長
村

川
正
夫
先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
専
門
職
大
学
院
で

は
こ
れ
ま
で
に
百
数
十
名
の
技

術
経
営
修
士
を
輩
出
し
て
き

た
。
私
事
、
こ
の
た
び
後
任
を

仰
せ
つ
か
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

そ
の
責
任
の
大
き
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
ま
た

微
力
な
が
ら
、
こ
の
大
学
院
の

社
会
的
意
義
を
大
い
に
世
間
に

訴
え
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

世
界
は
今
、1
0
0
年
に
一

度
と
も
い
わ
れ
る
大
不
況
の
中

に
あ
り
、各
国
は
景
気
浮
揚
策

を
模
索
し
て
い
る
。ア
メ
リ
カ

の
場
合
、究
極
的
に
は
個
人
個

人
の
企
業
家
精
神
の
発
揚
と
そ

れ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進
で
あ
る
。そ
し
て
そ
の
鍵

を
握
る
の
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
他

な
ら
な
い
。日
本
も
そ
れ
で
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
か
と
い
え
ば
、そ

う
で
は
な
い
。日
本
経
済
の
回

復
の
鍵
は
、中
小
製
造
業
の
再

活
性
化
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
漸
進
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
得

意
と
す
る
の
は
破
壊
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
一
方
、
日
本

の
中
小
製
造
業
は
漸
進
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
日
夜
絶
え
間
な

く
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
確
立
さ
れ
た
技
術
は
、「
コ

ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
技
術
で
あ
り
、

十
分
な
参
入
障
壁
を
築
く
に

至
っ
た
。
こ
の
背
後
に
日
本
工

業
大
学
の
貢
献
が
あ
る
こ
と
は

言
を
待
た
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
コ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
い
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ

る
か
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む

の
が
専
門
職
大
学
院
の
領
域
で

あ
る
。
日
本
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
そ
う
そ
う
伸
び

る
も
の
で
は
な
い
が
、

日
本
の
前
庭
で
あ
る

ア
ジ
ア
は
、
長
期
的

に
見
れ
ば
、
日
本
の

数
十
倍
の
規
模
に
成

長
す
る
。
日
本
の
中

で
コ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
確
立
し
た
中

小
製
造
業
の
成
長
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
絶
大

で
あ
り
、
元
気
な
中
小
企
業
の

集
合
体
こ
そ
が
、
日
本
の
経
済

の
再
活
性
化
の
鍵
を
握
っ
て
い

る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
わ
れ
わ

れ
専
門
職
大
学
院
が
貢
献
で
き

る
な
ら
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は

な
い
。

　

今
、
修
士
号
を
取
得
し
た
修

了
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

戻
り
、
専
門
職
大
学
院
で
獲
得

し
た
知
識
や
ス
キ
ル
を
思
う
存

分
発
揮
し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

大
い
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
、
日
本
工
業
大
学
の

卒
業
生
も
10
名
弱
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
中
の
1
名
は
日

産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
か
ら
日
本
工
業

大
学
の
助
教
に
転
身
し
て
い
る

（
岡
崎
昭
仁
先
生
）。

　

本
大
学
院
で
は
、
一
方
で
実

業
を
持
ち
な
が
ら
、
一
年
で
修

士
号
を
取
得
す
る
と
い
う
、
極

め
て
意
欲
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
ん
で
い
る
。
院
生
は
従
っ

て
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い

よ
う
な
多
忙
状
態
に
置
か
れ
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
院
生
は
、

熱
い
「
知
的
シ
ャ
ワ
ー
」
を
浴

び
、
興
奮
し
て
そ
の
状
態
を
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
日
本
工
業
大
学
卒
業
の

皆
さ
ま
も
、
こ
の
院
生
達
の
列

に
並
ば
れ
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア

を
切
り
拓
か
れ
ん
こ
と
を
望
む

次
第
で
あ
る
。

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

2009NEW環境展に出展

に
、
海
外
へ
も
環
境
技
術
の
出

展
を
募
っ
て
お
り
、
世
界
へ
環

境
問
題
改
善
へ
の
情
報
を
発

信
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
規
模

も
ア
ジ
ア
最
大
規
模
で
、
今

年
は
、
出
展
社
数
5
5
9
社
、

2
0
2
3
小
間
（
コ
マ
）。
来

場
者
数
は
17
万
人
で
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
環
境
へ
の
関
心

の
高
ま
り
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

本
学
は
2
0
0
2
年
か
ら

8
年
連
続
で
出
展
し
て
お
り
、

「
キ
ャ
ン
パ
ス
が
ま
る
ご
と
環

境
博
物
館
」
を
テ
ー
マ
に
、
本

学
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
と

キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
化
を
紹
介
し
た
。

　

本
学
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た

方
々
の
中
に
は
本
学
の
環
境
へ

の
取
り
組
み
や
環
境
分
野
の
研

究
等
に
興
味
を
持
ち
、
共
同
研

究
を
検
討
し
た
い
と
い
う
問
い

合
わ
せ
等
も
数
件
寄
せ
ら
れ
た
。

　

本
学
の
環
境
へ
の
取
り
組
み

は
大
学
間
で
も
注
目
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
6
月
17
日
に
開
催
さ

れ
た
日
本
私
立
大
学
協
会
主
催

「
地
球
環
境
温
暖
化
に
関
す
る

研
究
協
議
会
」
で
本
学
施
設
営

繕
課
・
鈴
木
功
作
課
長
が
事
例

発
表
を
行
う
な
ど
、
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
大
学

が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
を
認

証
取
得
す
る
際
の
相
談
等
、
各

種
問
い
合
わ
せ
も
環
境
推
進
事

務
局
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

2
0
0
9
Ｎ
Ｅ
Ｗ
環
境
展
が
5
月
26
日

（
火
）
〜
29
日
（
金
）
の
4
日
間
に
わ
た

り
、
東
京
有
明
に
あ
る
「
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
」
で
開
催
さ
れ
た
。
本
環
境
展
は
、「
守

ろ
う
地
球
・
創
ろ
う
共
生
社
会
」
を
テ
ー
マ本学の出展ブースの様子

授業で、「知的ランナーズ・ハイ」について語る佐久間教授

専
門
職
大
学
院
研
究
科
長

　
　
　
　
　
　

就
任
に
あ
た
り

研
究
科
長
・
教
授

佐
久
間
陽
一
郎

第2回募集
2009/11/15（日）

第1回募集
2009/9/13（日）

第3回募集
2010/1/10（日）

第4回募集
2010/2/28（日）

2010年度専門職大学院  試験日

Mail: mot@kanda.nit.ac.jp

パネルディスカッション
説明会
キャンパスツアー
模擬授業等を予定
※詳細はWEBサイトへ
　http://mot.nit.ac.jp/

お問い合わせ先

10/31（土）
12/ 5（土）

7 /25（土）

2 /13（土）

2009

2010

社会人大学院生　募集
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）

本学で先端技術研究の取り組みを

◆大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程
＊機械工学専攻　＊電気工学専攻　＊建築学専攻
＊システム工学専攻　＊情報工学専攻

■平成22年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
 日程

一次募集
二次募集

受付時間
平成21年9月24日～10月2日
平成22年2月13日～19日

面接試験
10月9日
2月26日

合格発表
10月16日
3月4日

手続締切
平成22年1月26日
平成22年3月12日

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

　

学
生
自
治
会
の
各
委
員
会
が

主
催
す
る
主
だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
紹
介
す
る
。

　

7
月
4
日
、学
生
自
治
会
が

主
催
す
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。数
あ
る
学
生
自

治
会
の
行
事
の
中
で
も
、人
気

の
高
い
行
事
の
一
つ
だ
。今
回

も
募
集
を
か
け
て
か
ら
10
日
ほ

ど
で
受
付
終
了
と
な
っ
た
。当

日
は
、18
時
30
分
か
ら
ビ
ッ
ク

ボ
ウ
ル
杉
戸
で
34
レ
ー
ン
を

す
べ
て
貸
し
切
っ
て
行
わ
れ
た
。

1
チ
ー
ム
4
名
で
構
成
さ
れ
、

1
名
が
2
ゲ
ー
ム
行
う
。成
績

上
位
者
な
ら
び
に
チ
ー
ム
に
は
、

主
催
者
で
あ
る
中
央
執
行
委
員

会
工
藤
委
員
長
か
ら
豪
華
賞
品

が
授
与
さ
れ
た
。

　

春
学
期
試
験
が
終
わ
る
と
、

8
月
4
日
か
ら
5
日
の
2
日

間
、夏
祭
り
大
会
が
行
わ
れ
る
。

昨
年
は
情
報
工
学
科
棟
前
の

中
庭
を
会
場
と
し
て
行
っ
た
が
、

今
年
は
従
来
の
体
育
館
前
に

戻
し
て
行
う
。会
場
に
は
、櫓
が

組
み
上
げ
ら
れ
て
そ
の
周
り
で

は
盆
踊
り
や
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
様
々
な
企
画
が
行
わ
れ
る
。

そ
し
て
、最
後
を
飾
る
の
は
、打

上
げ
花
火
。今
年
も
1
0
0
発
を

超
え
る
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩

り
夏
祭
り
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　

学
生
た
ち
は
、8
月
1
日
か

ら
9
月
20
日
ま
で
約
2
ヶ
月

間
の
夏
季
休
業
と
な
る
。そ
の

間
に
は
、夏
合
宿
を
行
う
ク
ラ

ブ
団
体
も
多
い
。運
動
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
体
育
会
で
は
、

1
年
生
を
対
象
に
普
段
の
ク

ラ
ブ
活
動
で
は
体
験
で
き
な
い

他
の
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
図
る

た
め
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン

プ
を
計
画
。赤
倉
山
荘
で
8
月

7
日
か
ら
9
日
ま
で
、2
泊
3

日
の
日
程
で
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

す
る
。

　

一
方
、文
化
系
ク
ラ
ブ
を
取

り
ま
と
め
て
い
る
文
化
団
体
連

合
会
で
も
、1
年
生
を
対
象
に

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
。こ
ち
ら
は
、国
立
磐
梯
青

少
年
交
流
の
家
で
9
月
4
日

か
ら
6
日
ま
で
2
泊
3
日
の

日
程
で
行
わ
れ
る
。普
段
は
交

流
を
持
ち
に
く
い
ク
ラ
ブ
間
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

学
生
自
治
会
主
催
の主

な
学
生
行
事　
　

平成22年度入試概要

・専門高校入試（A 工業科）および一般推薦入試（指定校）については、2010受験ガイドをご確認ください。
・お問い合わせ先：教務部入試室　　7 0120-250-267

入試種別 内　  　容 日 　　     程

ＡＯ入試

ＡＯエントリー入試
・ 面談および提出課題と調査書等
による書類審査による選考

ＡＯコーディネータ入試
・面接および書類審査
　＊ 面接のほかに課題を課す場合
もあります

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期

エントリー入試のエントリー期間 7/ 1（水）
～ 8/ 6（木）

8/17（月）
～ 9/15（火）

10/ 1（木）
～11/20（金）

11/24（火）
～12/17（木）

1/15（金）
～ 3/ 5（金）

コーディネータ入試の申込期間 平成22年3月上旬まで、随時受付
面談・面接等 書類受理後に連絡

出願期間 9/ 1（火）
～ 9/14（月）

10/ 1（木）
～10/ 7（水）

12/ 4（金）
～12/15（火）

1/ 7（木）
～ 1/13（水）

3/ 5（金）
～ 3/12（金）

選考 書類審査等
合格発表 9/19(土) 10/17（土） 12/26（土） 1/22（金） 3/20（土）

入学手続締切 第1回 9/30（水） 10/27（火）   1/20（水） 1/29（金） 3/26（金）第2回 1/20（水）   1/20（水）

特別奨学生入試

第1期
・書類審査および面接による選考

第2期
・ 筆記試験および調査書による選考
・ 奨学生には、1年次の学費の半額
を免除

第1期 第2期
申込期間   8/21（金）～  8/28（金）
面接日と面接会場   9/  5（土）　本学
内定日   9/  8（火）
出願期間   9/  8（火）～  9/14（月）   1/  7（木）～1/28（木）
試験日と試験会場   1/31（日）～2/   2（火）　本学
合格発表   9/19（土）   2/12（金）

入学手続締切 第1回   9/30（水）   2/23（火）第2回   1/20（水）

カレッジマイスター
入試

・ ジュニアマイスターのポイント
および面接による選考

申込期間   8/21（金）～  8/28（金）
面接日と面接会場   9/  5（土）　本学
内定日   9/  8（火）
出願期間   9/  8（火）～  9/14（月）
合格発表   9/19（土）

入学手続締切 第1回   9/30（水）
第2回   1/20（水）

専門高校入試
（Ｂ 工業科）

・ 書類審査および面接による選考
・工業科の生徒が対象

第1期 第2期
出願期間 10/26（月）～11/11（水） 11/26（木）～12/15（火）

面接日と面接会場
11/11（水）　盛岡・東京・岡山
11/12（木）　郡山・長野
11/13（金）　横浜・新潟
11/14（土）　本学

12/19（土）　本学

合格発表 11/21（土） 12/26（土）

入学手続締切 第1回 11/30（月）   1/20（水）第2回   1/20（水）

一般推薦入試
（公募制）

・ 書類審査および面接による選考
・ 専門高校（工業科）以外の生徒
が対象

第1期 第2期
出願期間 11/  2（月）～11/11（水） 11/26（木）～12/15（火）

面接日と面接会場
11/11（水）　盛岡・東京・岡山
11/12（木）　郡山・長野
11/13（金）　横浜・新潟
11/14（土）　本学

12/19（土）　本学

合格発表 11/21（土） 12/26（土）

入学手続締切 第1回 11/30（月）   1/20（水）第2回   1/20（水）

一般入試 ・ 筆記試験および調査書による選
考

一般入試A 一般入試B
出願期間   1/  7（木）～ 1/28（木）   2/  4（木）～ 2/17（水）

試験日

・ 試験日を変えて、
同一学科の複
数回受験あるい
は他学科の受験
が可能

  1/31（日）　本学・郡山・水戸・高崎
  　千葉・東京・静岡
  2/  1（月）　本学・仙台・柏・東京
 　横浜・新潟・長野
  2/  2（火）　本学

  2/20（土）　本学・東京

合格発表   2/12（金）   2/26（金）
入学手続締切   2/23（火）   3/  4（木）

センター利用入試
・ 平成22年度大学入試センター試
験で本学が指定する教科、科目
の成績および調査書による選考

出願期間
センター試験実施日
合格発表
入学手続締切

センター利用入試A センター利用入試B センター利用入試C
1/7（木）～2/1（月） 2/4（木）～2/17（水） 2/18（木）～3/10（水）
1/16（土）・17（日）  ※本学での個別学力試験等は実施いたしません。

2/12(金） 2/26(金） 3/20(土）
2/23（火） 3/  4（木） 3/26（金）

・各入試の詳細はそれぞれの「募集要項」でご確認ください。

ＩＳＯ１４００１の２年次サーベイランスが５月 21 日
（木）～ 22 日（金）の２日間にわたり、ＪＡＣＯ（日本環
境認証機構）審査員２名によって実施された。
初日の午前中には神田の専門職大学院、午後からは宮代
キャンパスの審査が行われた。また、新学科である「も
のづくり環境学科」、「生活環境デザイン学科」について
もシステムの変更として捉え、審査対象として現場審査
が行われた。
いずれの審査項目においても不適合は指摘されず、シス
テムが有効に機能しているとの評価が行われた。特に内
部監査、マネジメントレビューの有効性については、そ
の方法等総合的な角度から見直されているといった評価
がなされた。
来年は３回目の更
新審査を迎えるこ
とになるが、更な
る継続的改善を
図っていくことを
期待する旨の説明
がなされ、審査を
終了した。

ISOサーベイランス受審

ものづくり環境学科での現場審査

160号.indd   3160号.indd   3 09.7.30   1:44:33 PM09.7.30   1:44:33 PM
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機
械
工
学
科
の
古
閑
伸
裕
教

授
が
、平
成
21
年
5
月
に
開
催

さ
れ
た（
社
）日
本
塑
性
加
工
学

会
総
会
後
の
贈
賞
式
に
お
い
て
、

日
本
塑
性
加
工
学
会
技
術
賞

（
天
田
賞
）を
受
賞
し
た
。

　

日
本
塑
性
加
工
学
会
は
塑
性

加
工
に
関
す
る
研
究
発
表
、研

究
の
連
絡
協
力
お
よ
び
促
進
を

図
り
、塑
性
加
工
に
関
す
る
学

術
上
の
進
歩
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、昭
和

36
年
に
創
立
し
た
学
会
で
あ
り
、

正
会
員
数
3
5
3
1
名
。本
賞

は
、塑
性
加
工
と
そ
の
関
連
技

術
の
う
ち
板
金
加
工
技
術
、プ

レ
ス
加
工
技
術
、ま
た
は
地
球

環
境
へ
の
負
荷
低
減
技
術
で
時

代
の
要
請
に
応
じ
た
学
問
・
技

術
開
発
上
の
顕
著
な
業
績
に
対

し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

古
閑
教
授
の
受
賞
の
対
象
と

な
っ
た
業
績
は
、学
内
特
別
研

究（
共
同
研
究
）に
も
採
択
さ
れ

た
、「
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
を
利
用
し

た
加
工
技
術
の
開
発
」の
研
究

に
お
い
て
、様
々
な
環
境
負
荷

低
減
技
術
を
開
発
し
た
こ
と
。

　

す
な
わ
ち
、2
0
0
6
年
に

私
学
助
成
金
に
よ
り
本
学
に
導

入
さ
れ
た
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
を
用

い
、プ
レ
ス
の
ス
ラ
イ
ド
制
御

機
械
工
学
科 

古
閑
教
授
が

　
　

日
本
塑
性
加
工
学
会
か
ら
「
技
術
賞
」

機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
実
現
可
能
な
、様
々
な
省
エ

ネ
加
工
法
の
開
発
や
プ
レ
ス
加

工
に
お
け
る
騒
音
低
減
技
術
の

開
発
な
ど
を
行
っ
た
研
究
成
果

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

古閑伸裕教授

横山裕香さん
建築学科1年・卒業アルバム委員会

（私立盛岡白百合学園高等学校出身）

■夢に向かってチャレンジ

今年度の就職戦線
厳しい環境だが、新対策により6月後半から伸び

　

2
0
1
0
年
春
に
卒
業
予
定

の
大
学
生
の
就
職
活
動
が
ま
さ

に
前
半
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
。

昨
年
秋
以
降
、
米
国
の
金
融
危

機
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
景

気
の
悪
化
で
、
こ
れ
ま
で
大
量

採
用
が
続
い
た
超
売
り
手
市
場

か
ら
様
相
は
一
変
し
、
採
用
抑

制
を
行
う
企
業
が
多
く
な
り
、

厳
選
採
用
が
強
ま
っ
た
。
本
学

で
は
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
昨
年
10
月
以
降
、
就
職
支
援

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
16
回
に
わ
た
り

実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、
新
た

な
対
策
と
し
て
、
6
月
に
は
、

内
定
を
得
て
い
な
い
学
生
を
対

象
に
就
職
活
動
を
円
滑
に
行
う

た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に

今
ま
で
2
月
と
4
月
の
2
回

し
か
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
学

内
合
同
企
業
説
明
会
も
7
月

に
2
日
間
、
開
催
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
等
で
特
に
理
工
大

の
学
生
が
苦
戦
し
て
い
る
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
中
、
本
学
の
就

職
率
に
つ
い
て
も
6
月
20
日

現
在
で
30
％
と
昨
年
に
比
べ
半

減
し
、
か
な
り
厳
し
い
。

　

し
か
し
、
6
月
後
半
か
ら
新

た
な
対
策
が
効
を
奏
し
て
就
職

率
は
伸
び
始
め
た
。
自
動
車
・

電
機
等
輸
出
メ
ー
カ
ー
関
連
業

界
の
採
用
は
厳
し
い
一
方
、
電

気
･
通
信
設
備
、
鉄
道
等
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
関
連
業
界
の
採
用

は
積
極
的
で
、
本
学
で
は
、
こ

の
業
界
（
後
記
参
照
）
に
多
く

の
学
生
が
内
定
し
て
い
る
の
が
、

今
年
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
だ
内
定
を
得
て
い
な
い
学

生
は
左
記
3
点
を
実
施
し
て

欲
し
い
。

①
就
職
支
援
課
に
あ

る
求
人
票
は
最
短
で

内
定
を
取
れ
る
確
率

の
高
い
情
報
源
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
求
人

情
報
は
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

に
よ
る
「
就
職
支
援

シ
ス
テ
ム
」
で
検
索

す
る
こ
と
が
可
能
で
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
積

極
的
に
活
用
す
る
。

②
地
元
で
就
職
を
希

望
す
る
場
合
は
、
就

職
支
援
課
で
本
学
の

就
職
情
報
以
外
に
「
学
生
職
業

総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
就
職
情
報

等
も
閲
覧
す
る
。
③
一
人
で
悩

ま
ず
就
職
支
援
課
に
顔
を
だ
し
、

職
員
を
ど
ん
ど
ん
利
用
す
る
。

　

最
後
に
、
厳
し
い
環
境
で
は

あ
る
が
、
就
職
活
動
は
学
生
諸

君
が
大
き
く
成
長
す
る
た
め
の

活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。
最
後
ま
で
諦
め
な
い
で
頑

張
っ
て
欲
し
い
。

主
な
内
定
先

【
建
設
業
】
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建

設
3
名
、
大
東
建
託
3
名
、

積
水
ハ
ウ
ス
1
名
他　
【
設
備

工
事
業
】
東
電
通
6
名
、
協

和
エ
ク
シ
オ
3
名
、
ユ
ア
テ
ッ

ク
3
名
、
日
本
コ
ム
シ
ス
2

名
、
住
友
電
設
2
名
、
関
電

工
1
名
、
き
ん
で
ん
1
名
他

【
化
学
】
大
成
ラ
ミ
ッ
ク
3
名

他　
【
一
般
機
械
】
ア
マ
ダ
2

名
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
1
名
他　
【
電
気
・

機
械
器
具
】
高
岳
製
作
所
1

名
、
サ
ン
デ
ン
1
名
他　
【
輸

送
用
機
械
器
具
】
本
田
技
研
工

業
3
名
、
ケ
ー
ヒ
ン
3
名
、

ミ
ツ
バ
1
名
他　
【
運
輸
･
電

力
業
】
Ｊ
Ｒ
東
日
本
4
名
他

【
通
信
・
情
報
産
業
】
エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
エ
ム
イ
ー
7
名
、

ア
イ
・
エ
ス
・
ビ
ー
3
名
、
日

立
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
1
名
他
、

【
非
営
利
団
体
】
関
東
電
気
保

安
協
会
6
名

（
就
職
支
援
課
長　

吉
見
健
二
）

本学で開催された企業合同説明会の様子

　

今
年
度
は
、
4
月
末
に
出

前
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
国
の

工
業
系
高
等
学
校
に
配
布
す
る

と
と
も
に
、
連
休
明
け
に
授
業

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本
学
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
出
前
授
業

の
案
内
を
し
た
。

　

な
お
、
そ
れ
以
前
に
出
前
授

業
の
実
施
は
早
々
と
4
月
16

日
か
ら
始
ま
り
、
7
月
末
ま

で
に
29
回
の
授
業
を
行
っ
て
い

る
。

　

昨
年
同
時
期
の
実
施
回
数
13

回
と
比
べ
る
と
、
今
年
度
は
2

倍
以
上
の
実
績
で
あ
り
、
早
め

に
資
料
を
配
布
し
た
効
果
が
現

れ
て
い
る
も
の
と
判
断
し
て
い

る
。
平
成
20
年
度
の
実
施
回
数

は
86
回
で
あ
っ
た
が
、
現
時
点

で
8
月
以
降
の
申
し
込
み
件

数
を
見
る
と
、
36
回
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
数
値
か
ら
見
る
と
、

今
年
度
は
、
年
間
1
0
0
回

の
大
台
に
乗
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
研
究
室
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
も
各
学
校
に
知
れ
わ
た

り
つ
つ
あ
る
の
で
、
昨
年
に
比

べ
申
し
込
み
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
。
今
年
で
3
年
目
の
実

施
だ
が
、
次
第
に
高
等
学
校
側

か
ら
の
良
い
評
判
も
伝
わ
っ
て

き
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
学
内
教
員

一
同
協
力
し
、
更
に
一
層
の
充

実
を
目
指
し
、
高
等
学
校
の
生

徒
・
先
生
方
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
沿
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。

今
年
の
出
前
授
業
は
、昨
年
比
2
倍
以
上
の
実
績

　

留
学
生
交
流
会
が
、6
月
23

日（
火
）午
後
6
時
30
分
か
ら

学
友
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
会
は
、近
年
の
留
学
生

数
の
増
加
に
伴
い
平
成
19
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、新
入

生
は
も
ち
ろ
ん
、在
籍
し
て
い

る
留
学
生
同
士
に
さ
ら
な
る
交

流
・
親
睦
を
図
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。当
日

は
、中
国
を
は
じ
め
10
の
国
と

地
域
か
ら
1
0
0
名
を
超
え

る
留
学
生
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
全
員
に
、プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て「
宮
ア
ジ
会
」か
ら
寄

贈
さ
れ
た
お
米
が
手
渡
さ
れ
た
。

　／　
（
火
）
第
2
回
留
学
生
交
流
会
開
催

23

　

7
月
11
日（
土
）午
後
2
時
〜

7
時
、本
学
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
に

て
、標
記
の
集
い
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
現
職
教
員
70
名
、

大
学
教
職
員
80
名
が
顔
を
揃
え

た
。
ま
た
、
教
職
希
望
の
学
生

50
名
が
参
加
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
記
の
通
り
。

第
一
部　

研
究
協
議
会　

　

① 
「
義
務
教
育
に
お
け
る
教

員
の
職
務
」
永
野
祥
夫
氏

　

② 

「
生
徒
の
個
性
を
生
か
す

課
題
研
究
」
津
野
章
久
氏

第
二
部　

講
演
会

　

①
挨
拶　

学
長　

柳
澤　

章

　

② 

「
平
成
22
年
度
の
入
試
」

入
試
室
長　

川
村
清
志

　

③ 

「
教
員
免
許
更
新
講
習
に

つ
い
て
」
工
業
教
育
研
究

所
長　

原
田　

昭

第
三
部　

学
群
交
流
会

機
械
シ
ス
テ
ム
学
群
、電
子

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
群
、建
築

デ
ザ
イ
ン
学
群
の
三
学
群

に
分
か
れ
て
、各
学
群
・
学

科
で
の
交
流
を
深
め
た
。

第
四
部 

懇
親
会

　

現
職
教
員
の
研
究
発
表
は
、

日
々
の
教
育
実
践
を
踏
ま
え
た

力
強
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
卒
業
生
と
大

学
教
職
員
と
の
輪
が
あ
ち
こ
ち

に
で
き
、
在
学
時
代
の
思
い
出

話
や
各
地
域
・
学
校
の
教
育
事

情
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
が

行
わ
れ
て
い
た
。

（
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
）

学長を囲む留学生達

研究協議会の様子

　

第
5
回
「
本
学
卒
業
現
職
教
員
の
集
い
」

盛
大
に
開
催

7／11㈯

■出前授業実施・予定校
実施日 実施校 題目

1 4/16（木） 東京都立工芸高等学校 大学への進路ガイダンス
2 5/15（金） 杉戸町立杉戸中学校 ぼくは“交通”管制官～渋滞のないクリーンな“みちづくり”
3 5/15（金） 杉戸町立杉戸中学校 身近な地球温暖化対策は、どのくらい効果があるのか考えてみよう
4 5/15（金） 杉戸町立杉戸中学校 文明の跡地は砂漠になる（森を創る文明・森を壊す文明）
5 5/15（金） 杉戸町立杉戸中学校 だまし絵の秘密
6 5/16（土） 埼玉県立越谷総合技術高等学校 かけ引きの科学
7 5/16（土） 埼玉県立越谷総合技術高等学校 21世紀は炭素の時代（電気釜からボーイング787まで）
8 5/27（水） 埼玉県立春日部工業高等学校 建物を建てる地盤の選び方
9 5/27（水） 埼玉県立春日部工業高等学校 Ｕltrasonics静かな機械エネルギー「超音波」の不思議
10 5/28（木） 千葉県立東総工業高等学校 世界を驚かせた新幹線電車の苦難の開発からインバータ時代の今日まで
11 5/28（木） 新潟県立新潟県央工業高等学校 大学への進路ガイダンス
12 5/30（土） 群馬県立藤岡工業高等学校 ちいさな働き者の話（モーターのはなし）
13 6/2（火） 栃木県立宇都宮白楊高等学校 挑戦!次世代ロボット
14 6/6（土） 群馬県立前橋工業高等学校 挑戦!次世代ロボット
15 6/18（木） 埼玉県立越谷総合技術高等学校 ロボット技術の使い方
16 6/18（木） 埼玉県立三郷北高等学校 ナノって何？どうして今世界中が注目しているの？
17 6/19（金） 福岡県教育センター 3次元ＣＡＤを学ぶ
18 6/19（金） 福岡県立香椎工業高等学校 3次元ＣＡＤを学ぶ
19 6/24（水） 静岡県立沼津工業高等学校 光る半導体ーＬＥＤの基礎
20 6/24（水） 静岡県立沼津工業高等学校 21世紀は炭素の時代（電気釜からボーイング787まで）
21 6/25（木） 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 「もったいない精神」で毎日の生活をみなおす
22 6/25（木） 東京都立練馬工業高等学校 ロボットが世界を視る方法・ロボットビジョンの紹介
23 6/27（土） 第 4回 ｢大学授業体験合同講座」 平行二輪車「セグウェイ」で体感するロボット制御の基礎
24 7/13（月） 群馬県立館林商工高等学校 平行二輪車「セグウェイ」で体感するロボット制御の基礎
25 7/15（水） 埼玉県立玉川工業高等学校 パシコンの蓋を開けたことはありますか？
26 7/17（金） 東京都立杉並工業高等学校 次世代の電気自動車
27 7/28（火） 茨城県立勝田工業高等学校 コンピュータグラフィックスのしくみ
28 7/28（火） 茨城県立勝田工業高等学校 音のデジタル処理～デジタルで広がる音の世界～
29 7/28（火） ～29（水） 埼玉県立久喜工業高等学校 パソコン組み立て講座
30 9/1（火） 栃木県立那須清峰高等学校 面白い科学の演示実験
31 9/11(金） 茨城県立土浦工業高等学校 建築設計の魅力
32 9/18(金） 茨城県立土浦工業高等学校 住宅設計のプロセス
33 9/16（水） 埼玉県立浦和工業高等学校 平行二輪車「セグウェイ」で体感するロボット制御の基礎
34 9/28（月） 群馬県立伊勢崎工業高等学校 挑戦!次世代ロボット
35 11/26（木） 群馬県立伊勢崎工業高等学校 身の回りに潜む自然の秘密

を
決
定
す
る
段
階
に
な
っ

て
、本
当
に
そ
れ
で
よ
い
の

か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

周
囲
の
友
人
達
の
合
格
が

次
々
と
決
ま
っ
て
い
く
中
、

年
明
け
ま
で
悩
ん
だ
末
に
、

最
終
的
に
日
本
工
業
大
学

へ
の
進
学
を
決
め
た
。し
か

し
、こ
こ
で
新
た
な
悩
み（
不

安
？
）を
抱
え
る
事
と
な
る
。

そ
れ
は
決
定
時
期
が
い
さ
さ

か
遅
か
っ
た
が
故
に
、オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で
事
前

に
本
学
を
見
学
せ
ず
、入
学

試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
。し
か
し
、

そ
こ
は
大
い
な
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
で
克
服
し
、見
事
に

合
格
、入
学
を
果
た
し
た
。

　

現
在
実
家
か
ら
離
れ
て
の

暮
ら
し
の
た
め
、慣
れ
な
い

中
、大
変
な
こ
と
は
な
い
か

と
質
問
し
た
と
こ
ろ「
実
は

高
校
の
時
も
家
か
ら
は
通
学

が
で
き
ず
、一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
し
た
」と
の
こ
と
。

自
炊
も
慣
れ
て
い
る
の
で
、

全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
と

余
裕
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

入
学
後
の
本
学
の
印
象
を

尋
ね
て
み
る
と「
と
に
か
く

設
備
が
充
実
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。特

に
製
図
板
が
一
人
一
台
割
り

当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は

感
動
し
た
」と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。彼
女
は
進
学
先
を

選
択
す
る
に
あ
た
り
、か
な

り
綿
密
に
複
数
の
工
業
大
学

を
調
査
し
た
よ
う
で
、製
図

板
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
の

大
学
で
は
自
分
で
用
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、本
学
の
設

備
が
選
択
時
の
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と

は
、想
像
に
難
く
な
い
。

「
暇
な
状
態
が
我
慢
な
ら

な
い
」
と
い
う
彼
女
は
、
大

人
し
そ
う
な
外
観
と
は
異
な

り
、
か
な
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
、

現
在
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
委
員

会
の
編
集
局
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
委
員
会
に
所
属

し
た
理
由
は
「
以
前
か
ら
写

真
に
興
味
が
あ
り
、
入
学
式

等
で
委
員
た
ち
が
記
録
写
真

を
撮
影
し
て
い
る
の
を
見
て
、

自
分
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た

い
と
思
っ
た
」
と
の
こ
と
。

　

最
後
に
将
来
の
希
望
を
聞

い
て
み
た
。す
る
と「
や
は
り
、

父
と
同
じ
構
造
計
算
士
か
教

員
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い

る
」と
話
し
て
く
れ
た
。ど
ち

ら
を
選
ぶ
に
せ
よ
、持
ち
前

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
行
動

力
で
夢
を
現
実
の
も
の
と
す

る
で
あ
ろ
う
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
中
、

終
始
丁
寧
な
言
葉
遣
い
と
落

ち
着
い
た
応
待
が
、と
て
も

印
象
的
で
好
感
が
持
て
た
。

　

本
年
度
、建
築
学
科
に
入

学
し
た
横
山
さ
ん
の
本
学
へ

の
進
学
の
動
機
は
、「
構
造
計

算
士
」で
あ
る
父
親
の
仕
事

と
関
係
が
あ
る
。子
供
の
頃

か
ら
父
親
の
仕
事
を
見
て

育
っ
た
彼
女
は
、何
時
し
か

自
分
も
将
来
の
職
業
と
し

て
、建
築
関
係
、特
に「
構
造

計
算
士
」を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
う
。し
か
し
、

い
ざ
大
学
進
学
と
い
う
段

階
で
、普
通
科
の
進
学
校
に

通
っ
て
い
た
彼
女
は
、し
ば

し
悩
む
こ
と
と
な
っ
た
。ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が「
文
系
大

学
」へ
進
学
す
る
と
い
う
周

囲
の
環
境
か
ら
、自
分
も
そ

の
方
面
へ
進
学
す
る
気
持

ち
に
な
っ
て
い
た
が
、大
学

6
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

◆
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー

長
兼
担　

村
川
正
夫
教
授（
新
任
）

◆
古
閑
伸
裕
教
授（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
6
／
18
〜
22
）

／
目
的
＝
日
本
留
学
フ
ェ
ア
ー
に

お
け
る
学
生
募
集
活
動
◆
高
瀬
浩

史
講
師（
情
報
工
学
科
）／
出
張
先

＝
ポ
ル
ト
ガ
ル（
6
／
15
〜
22
）／

目
的
＝
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関

す
る
国
際
会
議
に
お
い
て
論
文
発

▼
村
上
春
樹
の
近
作

「
1
Ｑ
8
4
」が
売

れ
に
売
れ（
6
月
中

旬
現
在
）、
特
に
第

1
巻
は
書
店
で
売

れ
切
れ
状
態
が
続
い

て
い
る
と
い
う
。い

わ
ゆ
る
純
文
学（
こ

の
言
葉
も
死
語
に
な
り
つ
つ
あ

る
け
れ
ど
）が
こ
ん
な
に
も
売

れ
て
良
い
も
の
か
と
思
っ
て
み

た
り
す
る
。「
風
の
歌
を
聴
け
」

以
来
、そ
れ
な
り
に
読
者
と
し

て
付
き
合
っ
て
き
た
私
も
正
直

驚
い
て
し
ま
う
。「
村
上
春
樹
」

と
い
う
作
家
が
世
界
の
今
と
未

来
を
写
す
鏡
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
も
思
え
る
が
、そ
の
理

由
が
良
く
分
か
ら
な
い
。

▼
昔
は
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
年

に
何
冊
か
あ
り
出
版
界
を
賑

わ
せ
た
良
き
時
代
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、急
速
に
読
書
離
れ
が

進
み
、近
年
は
出
版
社
の
名
前

は
残
っ
て
い
る
け
れ
ど
経
営
不

振
で
他
の
系
列
に
吸
収
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
。

マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
情
報
で
知
る

の
は
、地
方
で
ケ
ー
タ
イ
小
説

が
多
少
売
れ
、ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
関
連
が
新
訳
で
評
判
を
と

り
、読
ま
れ
て
い
る
と
報
じ
ら

れ
る
程
度
で
あ
る
。

▼
た
ま
に
は
学
生
諸
君
も
工
学

の
専
門
書
か
ら
少
し
離
れ
、で

き
れ
ば
名
作
と
い
わ
れ
る
多
く

の
小
説
を
読
む
機
会
を
作
っ
て

欲
し
い
と
思
う
。（
Ｆ
）

表
◆
八
木
田
浩
史
准
教
授（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）／
出
張
先
＝
ポ
ル

ト
ガ
ル（
6
／
20
〜
26
）／
目
的
＝

2
0
0
9
年
国
際
産
業
エ
コ
ロ
ジ

ー
学
会
会
議
に
お
け
る
研
究
発
表

◆
波
多
野
純
教
授（
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
オ
ラ
ン
ダ

（
6
／
23
〜
26
）／
目
的
＝
ラ
イ
デ

ン
国
立
民
俗
学
博
物
館
所
蔵
の
オ

ラ
ン
ダ
商
館
長
な
ど
の
記
録
の
調

査
◆
野
口
憲
治
助
手（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
オ
ラ
ン
ダ（
6
／
23
〜

26
）／
目
的
＝
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
俗

学
博
物
館
所
蔵
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館

長
な
ど
の
記
録
の
調
査
◆
中
里
裕

一
准
教
授（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）／
出
張
先
＝
韓
国（
6
／
24
〜

27
）／
目
的
＝
第
3
回
日
韓
機
素
潤

滑
設
計
生
産
国
際
会
議
に
お
け
る

研
究
発
表
◆
伊
藤
庸
一
教
授（
建
築

学
科
）／
出
張
先
＝
ス
リ
ラ
ン
カ

（
6
／
25
〜
7
／
4
）／
目
的
＝
ス

リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
津
波
被
災
復

興
住
宅
調
査
◆
江
藤
香
助
手（
情
報

工
学
科
）／
出
張
先
＝
ラ
ト
ビ
ア

（
6
／
25
〜
7
／
4
）／
目
的
＝
先

端
教
育
技
術
に
関
す
る
国
際
会
議

に
て
研
究
発
表
◆
古
閑
伸
裕
教
授

（
機
械
工
学
科
）／
出
張
先
＝
台
湾

（
7
／
17
〜
20
）／
目
的
＝
日
本
留

学
フ
ェ
ア
ー
に
お
け
る
学
生
募
集

活
動
◆
平
岡
麻
里
講
師（
共
通
教
育

系
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
7
／

19
〜
24
）／
目
的
＝
2
0
0
9
年

米
国
電
気
電
子
学
会
回
路
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
部
会
年
次
大
会
に
お
け
る
研
究

発
表

　

5
月
16
日（
土
）に
第
一
回

日
本
工
業
大
学
工
友
会
総
代
会

が
開
催
さ
れ
た
。全
国
各
地
の

地
域
支
部
、学
科
支
部
か
ら
多

く
の
評
議
員
が
総
代
と
し
て
参

集
し
、活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

第
1
号
議
案「
平
成
20
年
度

活
動
報
告
」、第
2
号
議
案「
平

成
20
年
度　

会
計
報
告
」、第

3
号
議
案「
新
役
員
、新
評
議

員（
案
）」、第
4
号
議
案「
平
成

21
年
度　

活
動
計
画（
案
）」、第

5
号
議
案「
平
成
21
年
度　

予

算
案
」、第
6
号
議
案「
日
本
工

業
大
学
工
友
会
基
金
規
程
案
」

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、全
て
承

認
の
上
、終
了
し
た
。

　

特
に
工
友
会
基
金
の
設
立
は
、

学
生
へ
の
奨
学
金
貸
与
や
奨
励

金
の
給
付
を
実
施
し
て
い
く
た

め
の
礎
と
な
る
も
の
で
、新
生

工
友
会
に
と
っ
て
の
第
一
歩
と

も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

を
表
敬
し
、
台
湾
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
繋
い
で
Ｔ
Ｖ
会

議
を
通
じ
て
調
印
式
を
執
り

行
っ
た
。

　

学
生
ら
は
、
留
学
生
別
科
に

て
日
本
語
研
修
を
体
験
し
た
後
、

宮
代
町
の
進
修
館
や
笠
原
小

学
校
、
六
本
木
、
青
山
、
新
宿
、

浅
草
、
両
国
、
足
利
学
校
等
を

訪
れ
日
本
の
現
代
建
築
や
歴
史

的
建
造
物
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

6
日
に
は
、
閻
副
教
授
に

よ
る
講
演
会
も
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
は
12
泊
13
日
に
及
び
、

7
月
12
日
（
日
）
に
帰
国
し
た
。

　

7
月
9
日
・
10
日
の
2
日

間
に
わ
た
り
、
宮
代
町
立
須
賀

中
学
校
2
年
生
の
男
子
生
徒

2
名
が
、
社
会
体
験
学
習
「
2

ｄ
ａ
ｙ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
一

環
と
し
て
、
昨
年
、
一
昨
年
に

続
き
本
学
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
食
堂
で
体
験
学
習
を

行
っ
た
。

　

こ
れ
は
「
生
徒
1
人
ひ
と

り
が
働
く
こ
と
の
尊
さ
を
知
る

と
共
に
、
自
ら
の
進
路
に
つ
い

て
も
更
に
深
く
学
び
と
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
目
的

を
も
っ
て
、
須
賀
中
学
校
で
は

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
も
の

で
あ
り
、
派
遣
事
業
所
の
一
つ

と
し
て
本
学
の
食
堂
が
指
定
さ

れ
て
の
実
施
で
あ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
職
員
と

と
も
に
朝
礼
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

大
量
の
皿
洗
い
、
ご
飯
盛
り
、

配
膳
等
、
不
安
と
緊
張
を
抱
き

な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
打
ち
込

ん
で
い
た
。
昼
食
時
に
は
本
学

学
生
の
中
に
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ

ト
の
ス
タ
ッ
フ
と
明
る
く
談
笑

す
る
男
子
中
学
生
2
人
の
姿

が
見
ら
れ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
普
段
、
学
校
の

学
習
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な

体
験
を
し
た
事
で
あ
ろ
う
。

　

本
学
の
協
定
校
の
一
つ
で
あ

る
中
国
科
技
大
学
（
台
湾
）
よ

り
、
今
年
も
建
築
系
の
学
生
45

名
と
10
名
教
員
ら
が
来
学
し

た
。

　

一
行
は
6
月
30
日
（
火
）

に
到
着
し
、
7
月
1
日
（
水
）

に
学
内
見
学
及
び
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
同

日
、
周
建
築
系
主
任
ら
が
学
長

事
業
報
告
」、第
2
号
議
案「
平

成
20
年
度
決
算
報
告
・
同
監
査

報
告
」、第
3
号
議
案「
平
成
21

度
事
業
計
画
」、第
4
号
議
案

「
平
成
21
年
度
予
算
」第
5
号

議
案「
理
事
・
監
事
の
銓
衡
」は
、

慎
重
審
議
の
上
、全
て
承
認
さ

れ
、総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
後
援
会
理
事

は
1
1
1
名
、監
事
2
名
。執

行
部
は
次
の
通
り
。

会
長　
　

鳥
取
雄
治（
岡
山
）

副
会
長　

高
橋　

寛（
岩
手
）

　
　
　
　

大
音
師
章（
石
川
）

　
　
　

    

小
林　

卓（
神
奈
川
）

総
務　

   

松
澤
美
佐
子（
東
京
）

　
　
　
　

降
旗
一
善（
長
野
）

財
務　
　

佐
藤　

聡（
山
形
）

　
　
　
　

出
井
栄
一（
埼
玉
）

監
事　
　

川
上
友
久（
茨
城
）

　
　
　
　

金
澤
一
美（
栃
木
）

　

総
会
終
了
後
に
は
、学
内
見

学
が
実
施
さ
れ
、懇
親
会
も
行

わ
れ
た
。

▼
6
月
6
日（
土
）、福
島
県
支

部
の
創
立
30
周
年
記
念
式
典
お

よ
び
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、柳

澤
学
長
、藤
田
総
務
部
長
、鳥
取

後
援
会
長
、呑
澤
工
友
会
長
、川

島
宮
代
会
長
ら
が
出
席
し
た
。

ま
た
、30
周
年
を
記
念
し
て
支

部
か
ら
大
学
に
福
島
県
産
自
然

石
長
椅
子
2
脚
が
寄
贈
さ
れ

た
。

▼
後
援
会
主
催
の「
地
域
別
教

育
懇
談
会
」が
今
年
も
全
国
22

会
場
で
開
催
さ
れ
る
。後
援
会

で
は
一
人
で
も
多
く
の
参
加

を
願
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

実
施
予
定
は
右
表
の
通
り
。

▼
去
る
5
月
24
日（
日
）午
後

1
時
よ
り
、本
学
学
友
会
館
に

て
平
成
21
年
度
後
援
会
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
1
号
議
案「
平
成
20
年
度

卒業後10年毎の皆様へ
11／1（日）第10回ホームカミングデーへのお誘い

―ホームカミングデー実行委員会より―

宮
代
町
立
須
賀
中
学
生
、

　
　
本
学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
食
堂
で
社
会
体
験
学
習

　
　
「
2
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

職員の指導を受け盛付けを行う中学生

　ホームカミングデーが11月1日
（日）に開催される。卒業後10年毎
の節目の皆さんにお集まりいただく
この企画も今年で10回目。博物館・
各センターを中心とした学内見学ツ
アー、学食の試食や懇親パーティを
予定。大好評の抽選会では盛り沢山
の景品を用意。是非声を掛け合って、
旧友や現旧教職員と思い出に残るひ
と時を過ごしていただきたい。工業技術博物館を見学するOB（昨年の様子）

参加者全員での記念撮影（昨年の様子）

　7月1日、本学のウェブページ
が一新された。デザイン的にはブ
ルーを基調とした、さわやかな印
象で統一。サイト全体の再構築
とあわせて、コンテンツの充実、
利用者にとって使いやすいナビ
ゲーションを目指した。「キャンパス
フォトアルバム」など、大学の最
新情報や話題を迅速に伝えるコ
ンテンツも新設。今後も拡充を
続けていく。
URL http://www.nit.ac.jp/

本学ウェブページ
全面リニューアル

台湾とのTV会議も行われた調印式

リニューアル後のトップページ

後
援
会
だ
よ
り

定
期
総
会
、
福
島
県
支
部
30
周
年
祝
の

ご
報
告
と
「
地
懇
」
の
お
知
ら
せ

福島県支部30周年記念式典での集合写真 学友会館で開催された総会

　

 

〜　

  

中
国
科
技
大
学
来
学

6／30
7／12

　

㈯ 

工
友
会
総
代
会
開
催
さ
れ
る

5／16

境
と
工
学（
佐
藤
教
授
）、機
械

技
術
史（
丹
治
講
師
）、新
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術（
森
田
教
授
）、日

本
住
宅
の
歴
史（
波
多
野
教
授
）、

風
土
と
住
ま
い（
伊
藤
教
授
）。

　

受
講
料
は
1
科
目
1
万
円
、

受
講
申
込
は
9
月
5
日（
土
）

締
切
り
。お
問
合
せ
は
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー（
0
4
8
0
‐
3
4

‐
4
1
1
1
）ま
で
。な
お
、要
項

は
本
学
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
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本
講
座
は
、昨
年
度
か
ら
実

施
の
埼
玉
県
内
在
住
55
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
し
た
大
学
授
業

の
公
開
で
、埼
玉
県
が
提
唱
、県

内
11
大
学
共
同
実
施
の
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
と
し
て
好
評
を
得
て

い
る
。開
講
科
目
と
担
当
は
、環

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
の
第
42

回
定
時
株
主
総
会
が
平
成
21
年

5
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
。
今

回
の
定
時
株
主
総
会
で
社
長
の

原
田
敬
司
が
勇
退
し
、
後
任
に

本
学
校
法
人
の
財
務
部
長
で
あ

る
佐
藤
建
夫
が
就
任
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ

ト
の
経
営
主
体
が
名
実
と
も
に

学
校
法
人
日
本
工
業
大
学
と

な
っ
た
と
言
え
る
。

広
報
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ー

　
　
　
　
　
　

募
集
！

宮代町
だより
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し
て
い
ま
す
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そ
こ
で
今
回
は
、日
工
大

で
起
き
た
身
近
な
話
題
を
伝

え
て
く
れ
る
広
報
サ
ポ
ー
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。用
意
す

る
の
は
、デ
ジ
カ
メ
・
メ
モ

帳
・
鉛
筆
だ
け
。こ
ん
な
発

明
を
し
た
！
、学
園
祭
で
×

×
が
！
な
ど
、身
近
な
話
題

を
伝
え
て
下
さ
い
。皆
さ
ん

か
ら
の
応
募
ま
っ
て
ま
〜
す
。

【
申
・
問
】秘
書
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報
担
当
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1
1
1
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皆
さ
ん
は
宮
代
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
宮
代

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
他
市

町
の
も
の
と
は
ち
ょ
っ
と
違

い
、更
新
は
ほ
ぼ
毎
日
、掲
載

す
る
内
容
も
お
堅
い
行
政
情

報
だ
け
で
な
く
、町
内
の
身

近
な
話
題
な
ど
も
お
知
ら
せ

編 集 後 記

　

人
事
異
動

国
外
出
張（
6
月
〜
7
月
）

【
任
用
】（
6
月
1
日
付
）

◆
岡
野
和
馬
事
務
職
員（
総
務
部
付
）

【
任
命
】

（
5
月
1
日
付
）

◆
大
学
院
工
学
研
究
科
電
気
工
学

専
攻
幹
事　

石
川
豊
教
授（
新
任
）

（
6
月
1
日
付
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
長

佐
久
間
陽
一
郎
教
授（
新
任
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
副
研

究
科
長　

山
岡
斉
教
授（
新
任
）

平成 21 年度地域別教育懇談会開催日程（予定）

※ 開催日および会場は、都合により変更となる場合があります。詳しいご案内は各支部（支部
のない地域は本部）より各会員宅に郵送されますので、ご確認ください。

※対象地域以外へのご参加も可能ですので、後援会事務局にお問い合わせください。

開催日 主　　催 開催都市 開催会場 対象地域

9月5日㈯ 秋田県支部 秋田市 協働大町ビル 秋田県

〃 福島県支部 郡山市 清稜山倶楽部 福島県

〃 蔵王支部 天童市 ホテル王将 山形県・宮城県

〃 沖縄県支部 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県

9月6日㈰ 千葉県支部 千葉市 千葉市文化交流プラザ 千葉県

〃 山梨県支部 笛吹市 ホテル春日居 山梨県

9月12日㈯ 岩手県支部 北上市 ホテルシティプラザ北上 岩手県

〃 栃木県支部 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県

〃 静岡県支部 静岡市 清水テルサ 静岡県

9月13日㈰ 本部（北海道）札幌市 未定 北海道

9月19日㈯ 群馬県支部 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県

9月20日㈰ 新潟県支部 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県

〃 茨城県支部 筑西市 ホテルニューつたや 茨城県

〃 本部（九州） 福岡市 未定 九州

9月21日（月・祝） 本部（四国） 高知市 ホテルサンルート高知 四国

9月26日㈯ 青森県支部 青森市 青森国際ホテル 青森県

〃 長野県支部 長野市 ホテル信濃路 長野県

〃 北陸支部 金沢市 石川県女性センター 富山県・石川県・福井県

9月27日㈰ 東海支部 名古屋市 中京大学文化市民会館 愛知県・岐阜県・三重県

〃 近畿支部 尼崎市 ホップインアミング 大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

〃 西中国支部
東中国支部 出雲市 ホテル武志山荘 広島県・山口県・島根県

岡山県・鳥取県

10月4日㈰ 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

国際交流
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